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も
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外

か
ら

の
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で
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っ
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一
 
下
北

の
恐
山
と
と
も

に

イ
タ

コ
の
ロ
よ
せ
で

知
ら

れ
る
川
倉

妾
の
河

原
例
大

祭
が
、

八
月
四
日

か
ら
六

日
（
旧

駆
六
月
二
十
二
日
 

ー
二
十
四
日

）
ま
で
行
な

わ
れ
、

県
内
外

か
ら

の
参

拝
者
約
六
万
人

（
講
巾
発

表
）
で
賑
わ
い
を
み

せ
ま

し
た
。
 

肌
寒
か
っ
た
異
常
低
温

も
初
日

の
四
日

に
は
、
す

っ
か
り
と
夏
の
空
模
様

に

変
わ

リ
、
本
堂
裏
の
テ

ン

ト
掛
け
小
屋
で

は
イ
タ

コ

八
人
が

数
珠
を
手

に
、
亡

き
親
兄
弟
の
話

を
伝
え
、
 

こ
れ
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
聞
き
入

リ
涙
ぐ

む

姿
が
印
象
的
で
し
た
。
 

一
 
 

ま
た
 
今
年
は
金
木
桜

ま
つ
り

に
次
い
で

川
倉
費

の
河
原
講
中
で
も
暴
力
団

関
係
者

の
境
内
立

ち
入
リ
 

ー
を
禁
止

す
る
と
と
も
に
、
 

指
定
さ
れ
た
露
店
七
店
と
、
 

一
商
1
会
婦
人
部
の
テ
ン
ト

に
制
限
し
ま
し

た
o
 



交通安全 

願
い
込
め
 

催
し
多
彩
 

七
月
ニ
＋

一
日
か
ら
全
国
一
斉
に
ス
タ
ー
 

ト
し
た
夏
の
防
犯

運
動
と
交
通
安
全
運
動
で

は
、
当
金
木
町
に
お

い
て
も
多
彩
な
催
し
が

行
な
わ
れ
、
地
区
ぐ
る
み
の
防
犯
、
事
故
防

止
を
訴
え
ま
し
た
。
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夏の防犯 

▲中里町長から交通安全リレー旗を引き継ぎする大橋町長 

幼
稚
園

（
片
岡
八
千
雄
園
長
）
 

の
園
児
百
二
十
人
、
父
母
百
人

に
よ
る
「
子
供
ね
ぷ
た
」
 
も
運

行
さ
れ
ま
し

た
。
は
ん
て
ん
、
 

ハ
チ
マ
キ
姿

の
か
わ

い
い
幼
稚

園
児
が
、
 
「
ヤ
ー
レ
、
ヤ

ー
レ
」
 

の
掛
け
声
も
勇
ま
し
く
交
通
安

全
、
防
火
、
防
犯
を
強
く
呼
び

か
け
ま
し
た
。
同
時
に
、
安
協

川
倉
支
部
婦
人
部

（
松
僑
リ
ギ

部
長
）
が
手
づ
く
り
の
テ
ィ

ッ

シ
ュ
入
れ
カ
バ
ー
二
百
個
を
川

倉
地
区
で
ド
ラ
イ
バ

ー
に
配
布
、
 

非
行

の
防
止
と
無
事
故
を
訴

え

ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
第
六
回
リ
レ
ー
式

交
通
安
全
大
会
も
同
時
開
催
さ

れ
、
金
木
署
管
内

の
小
泊
村

ー
 

市
浦
村
ー
中
里
町
ー
金
木
町

ま

で
の
安
全
リ
レ
ー
旗
の
引
き
継
 
 ぎ

も
行
な
わ
れ
、
 
「
地
区
町
村

力
を
合
わ

せ
、
地
道
に
息
の
長

い
運
動
を
展
開
」
す
る
こ
と
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
七
月
二
十
五
日
に
は

金
木
中
央

公
民
館
で
防
犯
リ
レ
 

ー
旗
の
引
き
継
ぎ
式
が
行
な
わ

れ
、
蟹
田
地
区
防
犯
協
会
長
か

ら
金
木
地
区
防
犯
協
会
長

（
会

長
・
大
橋
町
長
）
ヘ
リ
レ
ー
旗

が
引
き
継
ぎ
さ
れ
、
 
「
犯
罪
の

な
い
明
る
い
町

に
し
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し

た
。
 

夏

の
重
点

項
目
 

子
供
と
高
令
者

の
交
通
事

故
防
止
 

無
謀
運
転

・
特
に
若
年
連

転
者
に
よ
る
飲
酒

・
暴
走
連

転
の
追
放
 

二
輪
車

（
原
付
含
む
）
の

交
通
事
故
防
止
 

正
し

い
方
法
に
よ
る
シ

ー
 

ト
ベ
ル
ト
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
の
徹
底
 

交
通
安
全
年
問
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

〔
連
転
者

（
同
乗
者
含

む
）
向

け
〕
守
リ
ま
す
 

ベ
ル
ト
に
速

度
に
 
車
間
距
離
 

〔
歩
行
者
・
自

転
卓
乗
用
者
向

け
〕
安
全

へ
 
つ
な
ぐ
老

い
の
 
 手

、
幼
い
手
 

〔
子
ど
も
向
け
〕
無
灯
火
は
 

乗
る
人
見
る
人
 
ま
っ
く
ろ
け
 

交
通
事
故
相
談
所
 

交
通
巾
故

に
あ
っ
た
ら

一
目

も
早
く
県
交
通
事
故
相
談
所

に

相
談
し
て
下
さ
い
。
専
間
の
相

談
員
ま
た
は
弁
護

士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
休
日

を
除
き
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
開
い
て

い
ま
す
。
 

電
話
で
も
結
構
で
す
。
 

県
交
通
事
故
相
談
所
 

占
森
市
新
町
二
丁
目
三
ー
一

県
庁
別
館

（
。
〇
一
七
七

ー
 

一
「
一ー
一
一

一
一
 
内
線
五
四

四
一
）
 

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
 

金
木
町
交
通
安
全
対
策
協
議

、
 

会

（
会
長
・
大
橋
忠
勝
町
長
）
 

は
、
 
「
町
民

一
人
ひ
と
り
が
、
 

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
事
故
の
な

い
町
に
ー
」
 
と
去
る
七月
ニ
十
 

二
日
、
安
協
や
交
通

安
全
母
の

会
、
防
犯
指
導
隊
な
ど
車
輔
十

五
台
に
よ
る
町
内

一
円
の
車
列

パ
レ
ー
ド
を
保
健
セ
ン
タ
ー
前

よ
り
出
発
。

・引
き
続
き
、
金
木
 

▲手作りのティッシュカパーをドライバーに配布
する安協川倉支部婦人部員 

▲「ヤレー、ヤーレ」の掛け声で防犯・防火を
呼びかけた金木幼稚園児 
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津
軽
三
味
線

の
発
祥
の
地
金
木
町
に
ぜ
ひ
と
も
「
津
軽
三

味
線
塚
」
を
建
立
し
、
津
軽
三
味
線

の
元
祖
・
神
原

の
仁
太

坊
を
は
じ
め
有
、
無
名
の
坊
や
弾
き
手
た
ち
の
霊
を

供
養
し

す
る
と
と
も
に
、
後
世
に
そ
の
功
績
を
残
そ
う
と
七

月
三
十

一
日
、
川
倉
奏
の
河
原
境
内
で
入
魂
式
が
有
志

約
八
十
人
で

行
な
わ

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
塚
を
自
費
で
建
立
し
た
 
の
大

像
和
雄
さ
ん
（
津
軽
三
味

の
は
、
元
金
木
郷

土
史
編
さ
ん
 
線
作

家
）
、
揮
ご
う
（
書
く
こ

委
員
長
を
務
め
た
白
川
兼
五
郎
 

と
）
さ
れ
た
人

は
同
市
佐
藤
中
 一
 
不

世
出
の
名
人
不
動
林

の
白
川
 

軍
八
郎
が
坊
様
の
門
付
け
三
味

線
か
ら
独
奏

の
津
軽
三
味
線
へ

の
成
立
過
程
に
絶
大
な
功
績
を

残
し
た
。
津
軽
三
味
線

に
生
命

を
か
け
た
坊
様
、

弾
き
手
た
ち
 

を
永
遠
に
め
い
福
す
る
内
容
の
 

も
の
。
 

入
魂
式
で
は
、
仏
事
の
あ
と

大
際
さ
ん
自
ら
坊
様
か
ら
三
味

線
を
習
う
と
き
の
基
本

を
弾

い

て
披
露
、
続

い
て
木
田
林
秀
栄

社
中
ヒ
人
が
大
際
さ
ん
作
詞
、
 

本
県
出
身
の
作
曲
家
小

山
内
た

け
と
も
さ
ん
作
曲
の
「
演
歌
芸

鬼
仁
太
坊
」
が
披
露
さ
れ
、
先

人
た
ち
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
 

し
た
。
 

さ
ん
。
 

塚
は
、
餐
の
河
原
境
内
救
世

観
音
様
の
隣
地
に
縦

一
・
ー
メ
 

ー
ト
ル
、
横

一
・
五
メ
ー
ト
ル

の
長
方
形

の
み
か
げ
石
を
大
き

な
岩
木
山
の
自
然
石
の

L
に
載

せ
た
も
の
で
、
碑
文
は
弘
前
市
 
 隠

さ
ん
（
県
内
で

の
書
家
の
第

一
人
者
）
。
 

「
へ
神
原

の
仁
太
坊
、
昔
、
 

い
い
男
、
今
で
は
ジ
ャ
ド
コ

（
 

坊
様
）
 
。

」
で
は
じ
ま
る
碑

文
は
、
社
会
の
底
辺
に
生
き
た

人
が
坊
様
で
あ
リ
、
三
味
線
の
 

基
礎
を
築
 

い
た
人
が
 

神
原

の
仁
 

M
太
坊
で
あ

郎
 
っ
た
。
芸

紅

の
鬼
で
あ

削
 
っ
た
仁
太
 

る

坊
の
八
人
 

す

・‘
 

j
芸
は
と
て
 

れ
 
・
ー
 

入
も

右
名
で
 

醜

多
く
の
少
 

れ

・
f
 
・

入
可
カ

H
平
 

堰

一
円
か
ら

塚

弟
一十
人
り
 

柳

を
し
、
そ
 

」
 
の
中
で

も

嘉
瀬
の
桃
．
 

安
政
四
年

（
一
八
五
七
）

に

父
秋
元
三
太
郎
の
長
男
と
し
て

神
原

に
生
ま
れ
る
。
本
名
、
秋

元
仁
太
郎
。
民
謡
の
名
手
し
“仁

太
坊
・
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
 

彼
は
、
両
眼
失
明
で
坊
様
で

あ
っ
た
た
め
ル
仁
太
坊

4
と
い

う
名
前
が

つ
い
た
。
七
才
の
あ

る
日
、
三
味
の
音
色
に
非
常
な

興
味
を
示
し
、
父
に
三
味
線
を

習
う
こ
と
を
許
し
て
も
ら
っ
た
。
 

三
味
を
手
に
し
た
少
年
は
た
ち

ま
ち
周
囲
が
驚
く
程

の
音
色
を

出
し
た
。
こ
の
盲
目
の
少
年
こ

そ
が
、
津
怪
三
昧
線
と
津
軽
民
 
 

謡
の
源
流
を
つ
く
リ
出
し
た
名

人
仁
太
郎
の
幼
な
き
姿
で
あ
っ

た
。
 

若

い
時
分
の
仁
太
坊
を
知
っ

て
い
る
人
の
話
だ
と
、
仁
太
坊

の
は
や
し
た
て
て
ビ
ョ
ン
、
ビ

ョ
ン
叩
く
三
味
線

と
八
人
芸

（
 

太
鼓
、
《
笛
、尺
八
と
見
事
な
使

い
わ
け
の
芸

）
に
黒
山
の
人
だ

か
リ
だ
っ
た
と
い
う
し
地
方
の

人
は
め
く
ら
の
人
を
ジ
ャ
ド
と

い
い
、
仁
太
郎
を
仁
太
坊
と
も

座
頭

の
坊
と
も

い
っ
た
。
 

仁
太
坊
の
弟
子
は
“
嘉
瀬
の

桃
”
す
な
わ
ち
黒
川
挑
太
郎
と

白
川
軍
八
郎

だ
け
で
あ
っ
た
し

嘉
瀬
の
桃
は
八
人
芸
を
や
っ
た

が
軍
八
郎
は
や
ら
な
か
っ
た
‘
 

し
か
し
、
軍
八
郎

の
タ
タ
キ
三

味
線
の
音
色
は
、

い
ま
も
愛
弟
 

f
（
ま
な
で
し
）
の
三
橋
美
智

也
の
三
味
線
の
中
に
生
き
て

い

る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
仁
太

坊
が
没
し

て
一
世
紀
後
の
今
日
、
全
国
の

フ
フ
ン
を
感
動
の
る
つ
ぽ

の
中

に
お
く
津
軽
三
味
線
の
魅
力
は
、
 

津
軽
の
土
の
中
か
ら
掘
リ
出
し

た
犬
才

・
仁
太
坊
の
功
績
が
実

に
偉
大
な
の
で
あ
る
。
 

一
民
謡
の
名
手
 

一
神
原
の

仁
太

鋤

「
託
伍
雛
抜
粋ー

 

▲坊様三味線を披露する作家・大像和雄氏（中央） 



I. 弘、誕 
▲森田石神太鼓 

「
迫
力
十
分
東
北
太
鼓

合
戦
 

津
軽
の
火
祭
り
 

子
 
冬

の
地
吹
雪
、
春
の
桜
吹
雪

碑

と
並
ぶ
 
「夏

の
火
吹
雪

一
を
今

柵
後
町

の
名
物
に
し
よ
う
と
七
月

る
三
十
日
、
役
場
前
を
メ
ー
ン
会
 

」
場
に
「
津
軽

の
火
祭
リ
」
が
今
 

部

年
初
め
て
開
か
れ
ま
し
た
o
 

支
‘
J
,l
d
】
ー
？

.’
11
J
 

木
 
会

場
は
、
上
町
、
下
町
通
リ

金

r
き

r
lこ
→

：
【
：
‘
・：
・
 

？
「
を
歩行
者
大
国
と
し
た
こ
と
も
 

一
聴
あ
リ
、
約
六
千
人

の
見
物
客
が
 

同
 

‘
片
‘
 
J
．
 
子
繰

リ
出
し
ま
し
た
。
 

F
f
為
 

‘
碑
 

午
後
六
時
、

に
組
難
子
同
と
 

」
会
金

木
支
部
に
よ
る
ね
ぶ
た
唯

▲
一
：

ノ
『
一
 二
 
．
 

 ，
‘ー‘
 

'
 

1
.
 
.

J
 

 ,
 

f
、
新
富
町

々
内
に
よ
る
ね
ぶ
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▲「たいまつ」に点火する大橋町長 

▲メーン会場役場前の人、人、人・・ 

た
連
行
、
金
木
さ
な
ぶ
リ
荒
馬

な
ど
に
よ
リ
 
「火
祭
リ
パ

レ
ー
 

ド
」
が
役
場
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
 

勇
壮
な
祭
リ
が
開
幕
。
会
場
内

に
設
け
ら
れ
た
た
い
ま
つ
に
大

僑
町
長
が
点
火
し
た
あ
と
、
祭

リ
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
 

「
東
北
太
鼓
合
戦
」
が
は
じ
ま

リ
ま
し
た
。
森
田
石
神
太
鼓
、
 

弘
前
じ
ょ
っ
ぱ
リ
太
鼓
な
ど
が

会
場
を
沸
か
せ
た
後
、
曲
げ
わ

リ
ぱ
を
使
っ
た
太
鼓
で
全
国
的

に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
秋
田

県
大
館
市
の
「
大
館
曲
げ

わ
っ

は
太
鼓
が
登
場
し
、
今
回
初
公

開
さ
れ
た
「
地
吹
雪
太
鼓
」
「大

館
屋
内
ば
や
し
」
な
ど
を
演
奏

束
北
の
夏
を
彩
る
太
鼓
の
競
演
 
 に

．
会
場
い

ー
ノは
い
詰
め
か
け

た
見
物
客
か
ら
熱
狂
的
な
拍
手

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
 
「
歩
行
者
天
国
」
で

は
あ
す
な
ろ
商
店
会

に
よ
る
路

上
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
、
太
宰
ふ
る

さ
会
に
よ
る
奴
デ
ィ

ス
コ
・
太

宰
デ
ィ
ス
コ
の
披
露
、
金
本
町
 

園
児
大
喜
び
ノ
 

第
七

回
子
供
納
涼
ま
つ
り
 

、
金
木
第
三

保
育
所
ー
 
 青

年
団
に
よ
る
ス
ナ
ソ
ク
ラ
リ
 

ー
、
役
場
前
で

は
金
木
消
防
署

に
よ
る
四
十
メ
ー
ト
ル
級
の
は

し
ご
卓
試
乗
な
ど
盛
リ
だ
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト

に
、
町
内
外
か

ら
訪
れ
た
た
く
さ
ん
の
見

物
客

は
、
よ
う
や
く
訪
れ
た
夏
を
満

喫
し
て
い

ま
し
た
。
 

ー
 

去
る
八
月
二
日
、
金
木
第
三

保
育
所

（
伊
藤
柾
雄
所
長
）

と

禄
の
会

（
松
川
つ
え

f
会
長
〉
 

の
止
（済
で
！十
供
納
涼
ま
つ
リ
が

保
育
所
前
庭
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
午
後
二
時
三
十

分
か
ら
子
供
花
火
大
会
、
親
子

フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
な
ど
が
行
な

わ
れ
、
 
「
お
買
物
ご
っ

こ
」
で

は
園
児
が
お
金
の
代
リ
に
先
生

か
ら
渡
さ
れ
た
「

お
買
物
券
・
一

で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
お
で
ん

を
臓
ん
に
い
っ
ば
い
買
っ
て
い

ま
し
た
〈
ほ
の
ぽ
の
と
し
た
親

子
の
ふ
れ
合
い
ー
 
と
て
も
印

象
的
で
し
た
 

A40m級のはしご車にこわこ’ 
わ試乗する見物客 

“讐；ご rI霊 
▲金木さなぶり荒馬も大ハッスルノ 
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ク
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中
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静
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す
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/
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ー
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A展示即売された金木の物産品の数々 ▲メーン会場の五所川原市民体育館 

⑤ 金木だより川mmmmlI 

これが金木の自然・文化・物産 

去
る
七
月
二
十

九
日
か
ら
三

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
 

「
津
軽
半
島
祭

」
は
大
好
評

の

う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。
 

こ
の
祭
は
．
津
軽
半
島
の

一
一

十
市
町
村
が
結
束
、
 
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
‘

ロ
ー
ド
を
キ
ャ

ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
，
五
所
川
原
市
民
休

育
館
を
メ
ー
ン
会
場
に
各
市
町

村
の
歴
史
、
自
然
、
観
光
．
物

産
、
児
童
絵
画
の
展
示

と
郷
上

芸
能
を
発
表
 

当
金
木
町
か
ら

は
，
太
宰
漬
、
ひ
ば
ま
な
板
、
 
 

ひ
ば
曲
物
、

梅
F
な
ど
の
物
産

品
即
売
。
 

実
演

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
金
木

凧
の
会

（
成
田
勝
義
さ
ん
）
に

よ
る
津
軽
凧
絵

の
出
米
る
ま
で

の
実
演
、
販
売
。
瀬
尾
曲
物
工

芸

（
瀬
尾
善
朋
さ
ん
）
に
よ
る

原
木
か
ら
完
成
晶
と
な
る
ま
で

の
ヒ
パ
曲
物

の
製
作
工
程
と
道
 
 

1
1の
紹
介
，
販
売
。
ま
た
．
嘉

瀬
奴
踊
リ
保
存
会

に
よ
る
「
嘉

瀬
の
奴
踊
リ
」
を
披
露

し
．
会

場
い
っ
ば
い
盛
ん
な
拍
手
を

あ

び
て
い
ま
し
た
り
 

ま
た
、
津
軽
鉄
道
で

五
所
川

原
ー
中
唯

問
を
往
復
す
る
列

車
の
旅
で
津
軽
の
伝
統
人
形
劇
 

「金
多

・
．豆
蔵
」
を
上
演
す
る

間
に
金
木
駅
に
二
十
分
問
ほ
ど

停
車
し
、
太
宰
ふ
る
さ
と
会

に

遠
ょ
る
太

宰
デ
ィ
ス
コ
、
奴
デ
ィ

雑
ス

コ
も
披
露
さ
れ
．
郷
L
色
あ

一
ふ
れ

る
イ
ベ
ン
ト

に
乗
車
客

（
 

江
」
ニ
十
人

）
か
ら
嘘
ん
な
声
援

け

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
 

去
る
し
月
二
十
日

に
町
老
人

ク
ラ
ブ
嘉
瀬
支
部

（
木
村
金
利

支
部
長
）
の
芸
能
部

一
行
十
じ

人
が
中
里
町
に
あ
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
 
「静
和
園

」
の
お

年
寄
リ
を
慰
間
し
ま
し
た
。
 

司
 
こ
の
日

は
、
入
園
者
の
し
H
 

ん
誕

生
者
を
祝
う
会

の
一
環
と

し
 

〉

て
思
川
さ
れ
た
も
の
で
、

民

い
、
 

b
歌
．」
 
手
踊
リ
，
タ
ン
ス
な
ど
 

左
 

ん
 

さ
 

田
 

成
 

の
 

で
 

ー
 

ナ
 

ー
 コ

 
演
 

実
 

A
 

約

一
時
問
に
わ
た
っ
て
披
琳
し

老
人
と
は
思
え
な

い
多
種
多
様

の
芸
に
お
年
寄
リ
た
ち
は
大
喜

び
で
し
た
一
 

ま
た
．
入
園
片

へ
缶
ジ
ュ

ー
 

ス

ー
二
〇
本
を
慰
間
者
か
ら
ブ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
‘
 

「
こ
れ
を
機
会

に
、
ぜ
ひ
ま

た
米
ま
す
」
と
再
会
を
誓

い
合

？
て
い
ま
し
た
‘
 

大好評だつた「津軽半島祭」参加 

A 85才とは思えない原田九ニ四郎さんの手剛 
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夏
の
甲
子
園
出場
 

本
当
に
お
め
で
と
う
I
・
 

ー
弘

工
 
角
田
 
貴

昭
選
手
ー
 

第
七
十
回
全
国
高
校
野
球
青

森
県
大
会
決
勝
で
八
高
に
快
勝

し
た
弘
前
工
業
高
校
野
球
部
の
当
 

・

町
出
身
選
手
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

こ
の
選
乎
は
、
弘
工
ニ
年
角

田
貴
昭
選
手

（
金木
町
朝
日
町
）
。
 

二
年
生
な
が
ら
レ
フ
ト
、
六
番

の
正
選
手
。
 

今
大
会
で
は
、
 一
回
戦
で
思

わ
ぬ
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
捻
座
し

た
も
の
の
、
持
ち
前
の
フ
ァ
イ

ト
で
準
々
決
勝
、
決
勝
と
出
場
、
 

弘
工
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。
 

金
木
中
卒
ー
 
弘
工
で
は
、
 

昭
和
五
十
一
年
弘
工
セ
ン
バ
ツ

初
出
場
の
時
、
四
番
で
主
将
を
 

努
め
た
太
田
守
信
選
手

（
県営

浅
虫
水
族
館
勤
務
）
に
統
き
当

町
ニ
人
目
で
あ
る
。
 

夏
は
四
十
四
年
、
三
沢
高
以

米
本
県
で
は
一
勝
が
な
く
、
県

勢
十
九
年
ぶ
り
の

一
勝
悲
願
で

あ
り
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
宮

崎
県
代
表
宮
崎
南
高
に
八
対
四

で
敗
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
全

員
野
球
で
精
い
っ
ば
い
頑
張
っ

た
弘
工
ナ
イ
ン
全
員
に
大
拍
乎

を
迭
リ
ま
す
。
 

角
田
貴
昭
選
手
、
本
当
に
一
】
 

苦
労
様
で
し
た
。
 

▲角田貴昭選手（県大会優勝の日県営球場で） 

一金木町出身甲子園出場選手録一 

出場年 選手名 高校 llI身中学枚 町内名 

U45( 	t) 花田 悟 五農 金木南中 嘉瀬上派立 

'I 野呂謹ill I, 1! ”本町 

'I 山中 亨 I, 金 木 中 若松 町 

II51 (春 ) 太田守信 弘工 I, 米 	町 

U463(夏) 角田貴昭 'I I, 朝 日 町 

第巧回東北総体県予選会兼

第43回国体第 1 次予選会ウェイト

リフティング競技選手権大会 

見事優勝／金木高 
中村 透選手（52kg級） 

加藤 博選手（82.5kg級） 

去
る
七
月
二
十
四
日
、
第
十

五
回
東
北
総
体
県
f
選
大
会
兼

四
十
三
回
国
休
第

一
次
予
選
会

重
量
挙
げ
選
手
備
大
会
が
県
立

金
木
高
校
で
行
な
わ
れ
、
当
町

出
身
二
選
手
が
見
事
優
勝
し
、
 

国
休
出
場
に
大
い
に
前
巡
し
ま

し
た
。
 

こ
の
ニ
選
手
は
、
五
十
ニ
キ

ロ
級
で
ス
ナ
ッ
チ
七
十
キ
ロ
、
 
 ジ

ャ
ー
ク
九
十
五
キ
ロ
，
合
計

百
六
十
五
キ
ロ
を
挙
げ
た
中
村

透
選
手

（
金高
三
年
、
山
道
町
）
 

八
十
二

・
五
キ
ロ
級
で
は
ス

ナ
ッ
チ
百
キ
ロ
、
ジ
ャ
ー
ク
百

ニ
十
五
キ
ロ
、
合
計
ニ
ニ
五
キ

ロ
で
優
勝
し
た
加
藤
博
選
乎

（
 

金
高
三
年
、
芦
野
町
）
。
 

こ
の
ニ
選
手
は
、
八
月
八
日

か
ら
兵
庫
県
で
行
な
わ
れ
る
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
、
ま
た
八
月
二
十

六
日
か
ら
福
島
県
で
行
な
わ
れ

る
東
北
ミ
ニ
国
体
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
リ
、
こ
の
ー
ー
 

つ
の
大
会
で
の
成
績
に
よ
リ
、
 

国
休

へ
県
代
表

（
三
人
）
と
し

出
場
す
る
か
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
 

中
村
、
加
藤
両
選
手
母
枚
の

名
誉
の
た
め
梢
い
っ
ば
い
頑
張

っ
て
き
て
下
さ
い
。
 

▲中村 透選手 

~ 

▲加藤 博選手 
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第
六
回
北
郡
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
 

金
木
老
人
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
 
見

事
 
優
 
勝
ク

【
 

園
 川倉小グランドで 

優勝した金木老人クラプメンバー 

（写真後列左から） 

津島金太郎 白川キェ 中谷義正 白川義正 

成田良ー 小笠原貞之助 秋元アネ 
▲仮装競技で頑張ったおじいちゃん 

剣
道
を
通
じ

て
健
全
な
心
身

を
培
っ
て
も
ら
お
う
と
金
木
地

区
防
犯
協
会

（
会
長
・
大
橋
町

長
）
が
七
月
二
十
五
日
、
金
木

小
体
育
館
で
第

一
回
金
木
地
区

防
犯
少
年
剣
道
大
会
を

開
催
し
 

ま
し
た
。
 

”
 

大
会
は
、
金
木
署
管
内
の
四

町
村
と
西
部
鯵
ケ
沢
町
か
ら
十

七
チ
ー
ム
計
九
十
人
の
選
手
が

出
場
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
式
で

は
大
会
長
の
大
橋

金
木
町
長
が
、
 
「
剣
道
を
通
じ

て
た
く
ま
し

い
、
立
派
な
人
間
 
 に

な
っ
て
下
さ
い
」
 
と
挨拶
し

た
あ
と
、
金
木
剣
武
館
の
白
川

千
恵
子
さ
ん
（
喜
良
市
小

五
年
）
 

が
、
 
「礼
を
守
り
正

々
堂
々
、
 

戦
い
ま
す
」
 
と
力
強
い選
手
宣

誓
し
て
試
合
開
始
し
ま
し
た
。
 

見
守
る
父
母
た
ち
か
ら
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
る
中
、
豆
剣

士
た
ち
は
自
分
の
身
長
ほ
ど
も

あ
リ
そ
う
な
竹
刀
を
自
在

に
使

い
こ
な
し
「
メ
ン
ノ
「
ド
ウ
」
 

と
熱
戦
を
展
開
し

て
い
ま
し
た
。
 

金
木
関
係
出
場
選
手
の
結
果

は
次
の
通
り
。
 

◇
団
体
戦
四
年
生
以
下
の
部
 

②
金
木
剣
武
館
 

◇
同
五
、
六
年
の
部
 

①
金
木
剣
武
館

A
②
同

B
 

◇
個
人
戦

一
、
二
年
の
部
 

①
菅
原
浩

（
金
木
剣
武
館
）
 

②
原
田
健
吾

（
同
）
③
一
戸
俊
 

哉

（
同
）
 

◇
同
三
、
四
年
の
部
 

②
小
野
貴
史
（
金
木
剣
武
館
〕
 
「
 

◇
同
五
、
六
年
の
部
 

①
相
坂
和
恵
（
金
木
剣
道
館
）
 

②
一
戸
郁
哉

（
同
）
③
相
内
 

範
彦

（
同
）
。
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
向
上
、
 

老
人

の
親
陸
を
図
る
第
六
回
北

郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ゲ

ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
七
月
十
四
日
金

木
小
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
 

こ
の
日
の
大
会
に
は
、
北
郡
 

」
ハ
町
村か
ら
ニ
十
四
チ
ー
ム
約

百
五
十
人
が
参
加
し
、
金
木
老

人
ク
ラ
ブ
は
他
の
チ
ー
ム
を
よ

せ
つ
け
ず
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
 

健
全
な
心
身
 
ス
ポ
ー
ツ
で
 

一豆

剣
士
腕

競
！
つ
 

ー
第

一
回
金
木
地

区
防
犯

少
年
剣
道
大
会
 

去
る
七
月

一
一
十
四
日
、
 

特
養
老
人

ホ
 

ー
ム
あ
し
の

園
大
連
動
会

が
川
倉
小
グ

ラ
ン
ド

で
行

な
わ
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
連
動
会
は
、
参
加
者
全

貝
が
協
調
性
を
養
う
こ
と
や
残

存
機
能
を
生
か
す
こ
と
に
よ
リ
、
 

日
常
生
活

に
お
い
て
も
自
立
性

を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て

行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

こ

の
日
は
入
園
者
と
家
族
の
ふ
れ

合
い
で
、
楽
し

い
一
日
と
な
リ

ま
し
た
。
 

▲金木剣武館白川千恵子さんの力強い宣誓 

▲「メン／」 「ドウ／」 	と熱戦を展開 

～、入園者楽しい一日過ごす～、 

▲青空のもとで行なわれた大運動会 



～金木農協喜良市支所～ 

糖度十分 

金木特産「えびす力ボチャ」 

目ぞろい会開催される 
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一
特
産
ヒ

バ
材

使
用
 

手
づ
＜
り
水車
で
引
水
 

  

  

伝
統

の
原
点

継
承
 

ア
イ
デ
ア
考
案
し
た
舛
甚
さ
ん

（
嘉
瀬
）
 

のか 	一“8"' 

羽根板16枚 

‘ご ・“ IllんI士

設置場所 

ばii 
(1 

崎 
~ニニ“一一編柳ト畑 

農 道

設訊助りi 

》
 

』
 

斗セキ 
シルク 奥機
ロード 

引水川パイプ 

「
糖
度
が
高
く
、
高
級
料
理

に
も
使
え
る
一
級
品
」
 
と
、い

ま
や
東
京
市
場
よ
リ
折
リ
紙
が

つ
け
ら
れ
る
ほ
ど
ま
で
に
成
長

し
た
金
木
特
産
「
え
び
す
カ
ボ

チ
ャ
」
 
の
目
ぞい
会
が
、
七
月
 

」
十
日
金
木
農
協
喜
良
市
支
所

で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

目
ぞ
ろ
い
会
は
、
良
質
品
を

厳
選
し
て
出
荷
す
る
な
め
、
農

家
が
持
ち
寄
っ

た
カ
ボ
チ
ャ
の

品
質
を
判
定
、
選
果
の
基
準
を

徹
底
し
よ
う
と
、
毎
年
開
か
れ

て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
五

十
人
の
農
家
が
サ
ン
プ

ル
を
持
 
 ち

寄
り
今
年
度
の
出
米

具
合
を

検
討
し
ま
し
た
。
 

え
び
す
カ
ボ
チ
ャ
の
生
産
は
、
 

四
十
六
年
か
ら
米

と
の
複
合
野

菜
と
し
て
喜
良
市
地
区

を
中
心

に
始
ま
り
、
現
在
、
町
内
五
十

五
戸
の
農
家
が
合
わ
せ
て
約
一
一

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
 

昨
年
は
春
先

の
凍
霜
雪

の
影

響
で
単
収
千
四
百
キ

ロ
に
落
ち

込
ん
だ
が
、
今
年
は
六
月
ま
で

の
順
調
な
天
候
に
支
え
ら
れ

た

こ
と
も
あ
っ
て
作
柄
が
よ
く
、
 

単
収
ニ
千
キ

ロ
を
見
込
ん
で

い

ま
す
。
 
「
L

」
で
十
キ

ロ
当
た

り
千
八
百
円
か
ら
二
千
円
で
取

引
き
さ
れ
る
も
の

と
関
係
者
は

期
待
し
て
い
ま
し
た
。
 

今
年
の
初
出
荷
は
七
月
二
十

五
日
で
、
八
月
上
句
を
ピ
ー
ク

に
主
に
東
京
市
場
を
中
心
に
出

荷
さ
れ
ま
し
た
。
 

「
え
び

す
カ
ボ

チ
ャ

は
市
場

か
ら
の
出
荷
要
請
が
高
く
、
今

後
四
十
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
面
積
を

確
保
し
た
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
 

銘
柄
の
評
価
を
更

に
高
め
る
た

め
に
も
、
徹
底
し

た
厳
選
出
荷

し
た
い
。
」
 
と
泉
谷照
正
金
木

農
協
専
務
の
抱
負
で
し
た
。
 

整
然
と
区
画
整
理
さ
れ
た
田

ん
ぽ
の
中
に
く
る
く
る
と
回
る

も
の
が
あ
っ
た
ー
。

今
で
は

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ

た

水
軍
が

こ
の
広
大
な
津
軽

平
野

の
ど
真
中

に
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
の
め
ず
ら
し

い
手
づ
く
リ

動
力
水
車
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
 

嘉
費
の
舛
甚
柳
樹
さ
ん
o

製
作

す
る
最
初
の
き
っ
か
け
は
、
用

水
の
水
温
が

低
い
た
め
、
多
少

で
も
水
温

の
高
い
排
水
か
ら

引

水
し
よ
う
と
数
年
前

か
ら
考
え

て
い
た
も
の
で
、

今
年
の
春
よ
 
 う

や
く
実
現
で
き
た
そ
う
で
す
。
 

当
初
は
、
水
力
利
用
に
す
れ
ば

よ
い
か
迷
っ
た
そ
う
な
の
で

す

が
、
風
力
の
場
合
、

風
が
あ
る

程
度
強
く
な
い
と
風
車
が
回
ら

な
い
た
め
最
終
的
に
水
力
利
用

に
し
た
そ
う
で
す
。
 

ま
た
、

こ
の
手
づ
く
り
水
車

に
使
わ
れ
た
材
料
の
ヒ
バ
材
は

買
っ
た
も
の
の
、
水
が
入
る
缶

は
古
い
煙
突
を
利
用
、
水
が
入

れ
る
パ
イ
プ
も
自
宅

に
あ
っ
た

パ
イ
プ

（②
七
五
ミ
リ
）
を
利

用
し
た
た
め
、
総
製
作
は
約
一
一
 
 

千
円
位
だ
っ

た
と
か
。
 

こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
ま
で

は
本
人
も
大
変
苦
労
し

た
そ
う

で
、
敢
初
八
枚
の
羽
根
板

（
水

の
流
れ
を
う
け
る
板

）
で
試
し

て
み
た
が
回
ら
ず
、
二
倍
の
十

六
枚
に
し
た
ら
よ
う
や
く
回
り

は
じ
め
、
そ
の
時

の
感
激
は
ひ

と
し
お
だ
っ
た
ー
と

か
。
 

た
だ
、
難
点
は
、
水
路
か
ら

入
っ
て
く
る
草
が
引
水
用
パ
イ

プ
に
詰
ま
る
こ
と
と
か
…
。
 

直
経
ニ
メ
ー
ト
ル

の
水
軍
が

急
速
回
転
す
る
姿
は
迫
力
十
分
。
 

津
軽
の
田
園
風
景
の
中
に
あ

っ
た
乎
づ
く
り
水
車
、
と
て
も

こ
こ
ろ
が
和
む
気
分
で

し
た
。
 

あ
た
た
も

一
度
近
く
ま
で
行

っ
て
見
て
見
て
は
 

、 
▲今年の出来具合について説明する金木農協職員 

▲自慢の手づくり水車前での舛甚さん

設 計 略 図 

皆鱗‘・ 



⑨ 金木だよりmmmIIIII 

第2回「金木町の発展を考える懇談会」 

農業、商工業、観光、教育などにつ 

いて日頃考えている御意見をどしどし 

和やかにお話し下さい。 

OITI時 8 月26日（金）午後 1時 

＠場所 役場 3 階大会議室 

※第 1 II!tでは、貴重な御意見あリがと 

うございました。 

今回は、女性の方、青年の方の参加 

一 をよろしくお願い致します。 

ボランティア募集 
	

1 
町ではボランティアを募集していま 

す。下記のうちどの項目でも結構です。 

、ご本仕して下さる方はごi虫絡下さい。 

記 

O墓地公I4I樹木の枝・切リ 

@ 'I の草取リ 

⑥中央公民館松の枝・切リ 

＠芦野公園桜・松・梅などの枝切 a, 
O 
@ 

'I 
a, 

の草取リ 

に樹木植栽 

⑨ I’ に花植栽 

@ ” のゴミ拾い 

また、植栽川苗木無料で提供して下 

さる方、お知らせドさい。 

役場企"Iii室ft53一2111 内線39, 40 

民宿経営のご希望ありませんか 

011内の旅館が満1.I.の折、脱光客を町

内に停める為にはたくさんの民宿が望

まれます。 

「団休客が米町して旅館が満貝の折

は、自宅を開放して民宿の経営をしま

しょう」 という希望の方はご連絡下さ

い。許認可、その他お手伝い致しま叱， 

役場企画室廿53-21I1 内線:*. 40 

「フォークリフト運転技能講習雲］ 

「最大荷承】トン以 Lのソォークリ

フト連転業務」の技能講習会をド記の

通リ開催致します。 

1.11 	II.'I 
9 )J 5 11 一1 9 Ii まて‘の 5 III川 

午前 9 時～午後 5 時 

2.場 所 

(Iト学科 西北労働基準協会 

(2)実技 I'.所川原中央青果 

3，・受講 料 

1 人 26,200円（但し、大型特殊~'~ 
動卓免許i'ir有者9.2(X)円） 

4. 'I'j!.),jj 
酉北労働基準協会 (雪35 1 (1336）に 

米協の L．所定巾込書に記載のうえ受 

講料を添え巾し込むこと。 	、 

芦野霊園規制墓地好評分譲中 

7 月に増設された金本町芦野霊園規

制墓地を好，H三分譲中です。 

麟地の区画 g 石の 規 略 分譲価格 

竿刊 I 1; 6 書カ’ 4r (a 141112 .5m 

奥3t 3.Om 
’・t妬

祉、‘詠， 
主
 m
 

汁
 
一
 
妬
《
m
  

震
1
 
 

器
  

‘地・慌石 

合わせて 

192.000Ial 

※詳細及び希望者は 役場民生課ま

でお問い合せ下さい 

雪 53-211I 	ffit18 

「県信用保証協会からコ 
金木町では、地元企業の」敏興育成の 

ために青森県信用保証協会と協調して 

次のように保証融資制度を央施してい 

ます。 

レ簡易小11資金 

保証金額 500万III 
期 181 5年以内 

利 息 年率6.9％以内 

保証料 年率0.95% 
レ近代化資金 

保証金額 1,000万円 

期 (III 7 年］こよ内 

利 息 年率6.9％以内 

保証料 年碑co.95% 
このほか、青森県保証協会では中小 

企業者の経営の安定と事業の発展に必 

要な資金について各種保証制度の取扱 

いを行っておリます。 

詳しくは、 liiI森県信用保証協会Iし折 

川原支所（廿35-4121) へお問い合わ 

せ下さいく、 

「――  税の何ても相  ー 1

1 商工業、一般住民の皆さん、税に関

する悩みや疑間があリましたらぜひ「 

税の何でも相談」を御利川下さい。た

とえば、土地、建物の譲渡．相続、I増
与に関すること、その他記帳や経営、 

悦のことならなんでも結構です。 

相談は無料です。お気軽にご相J炎ド

さ、、。 

★と き 0 IJ 8 日 13:30-15:30 
★ところ 金木町商工会 

※相談者は予め 9 月 6 口まで金木町商 

r会へおIIlし込．みください、 

税理士による無料相談 

税に関しての心配・I‘、こまリ・ドがあ

リましたら下記の日程で行いますので、 

どうぞ御気軽にご相談ドさい。 

記 

08 月25日 午前10時～正后 

⑨ 9 月99日 	” 

場所はいずれも 3階中会議室です。 

尚、相談者は fカ金木町社会橿祉協

議会（合53-2241 ）へおIt'し込み下

さい。 

／ 二画顧あ豆矢d観ー 、 
土雄の観金は？ 

上地にかかる糾全は．’己色・川・畑・I"体‘唯野等の

地日によって違いま中， 

◇叫定資竜規（町力脱’について 

mt地には次の師桁がありま’「， 

ィ評価額（登記轟梶の基堤となる価岳，また純用十

る価略I 
ロ鼻脱標●故‘脱金を計昨十るときの価岳l 

OJ価餌について 

評極額は課脱は‘，知と：」ば同じ雌併ですが．多少異な

ることがあり‘十 この嶋格は町内に繰革となる場所を

何か所か決カてあリますので‘その標準となる L地の歯

格を中心にその胤辺の歯格が決」ります．売買価格のお

よそ6分のlぐらいになっておリ」十I 
また．ニの価岳けa記中幼及び脱属署で健用十る価格

でらあリ，十‘ 

O課瞬擢阜額についで 

宅地の場合は脱金が安くケる柳桝があリIす,宅地に

住宅が建っている場合と故ーノていない場合を比べると、 

住宅が也っている方が的キ分ぐらい硯争が安くケって、‘ 

ます．ただし，大きな宅地に住宅が建っている場合はこ

の計算とはなリません 

●た．この嫡絡に L4％を排け‘と脱金がで，十 

康くI,しいニとは．i更場親情鼻へお叫I」ドさ、・ 

廿53-2111 14線23（喝定資廠親係｝ 

、 

-8 月の納税～ 
町・県民税 2 期の納期限は、 8 月 

31日です。 

早目に納めましょう。 

金木郵便局 新局舎 
8 月22日より営業開始’ 

金木郵便局では、郵便局舎を新築中

でしたが、この度完成し、8 月2211（リ） 

から新局舎で営業を行います。 

＠移転先 金木町大字金木字朝日山348 
1 3（北新町） 

＠営業時間 

郵 便 貯金・保険 

平 日 虫加～17:の ま叩～16:叩 

土曜日 虫叩～12：加 9:00-正后 

日曜日はお取扱いいたしません。 

第 2 ・第: 上曜 ITl は貯金・保険は 

お取扱いいたしません。 

述休の場合は、休日の郵便にかぎ 

I), 9:OO.12:30 までお取扱いいた 

します」 

⑨営業内容 

郵便、為替貯金、保険年金 

⑥」瑠り合せ先 

金木郵便局 廿53-2912 

ノ 
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青
村
 
ス
ワ
 
8
5歳
 

"
 

金 川 喜 川 金 
良 

ッ屯木 倉 iii 倉 木 

ちゃん 

あん な 	 よしちか 

杏南ちゃん 欣哉 
7 月I 11:1 まれ 	、（ミ 
休Ik 1 .940グラム 
金木 若松町 

松」6 ノ竹裟響気 

7 月 3 日生まれ 
休屯 3.650グラム 
嘉瀬 畑中 
内海 宏昭さんの長女 

7 月末日現在 前年同月比 

-115 

-132 

-247 

-6 

)3 6.532 

& 7.097 

t 13.629 

世帯数 3,906 

金木病院カルテ⑩ 

母親教室への御案内 

藷耀繋日置美佐子 

先
日
、
あ
る
お
宅
を
訪
問
し

玄
関
先
で
用
件
を
足
し
て
居
た

所
 
「た
だ
い
ま
」
 
と
体
格の
良

い
、
り
り
し

い
若
者
で
制
服
姿

の
高
校
生
が

入
っ
て
き
ま
し
た
。
 

笑
顔
を
含
ん
だ
、
賢
そ
う
な
顔

を
し
て

い
る
。
瞬
間
、
「あ
つ
、
 

あ
の
子
だ

・
き
と
思

い
ま
し
た

脳
裏
を
か
す
め
た
の

は
、
1
6年

前
青
森
市
民
病
院
勤
務
中
に
難

産
で
漸
く
産
れ
た
、
あ
の
子
で

し
た
。
母
親
は
私
の
心
を
察
し

た
の
か
、
す
か
さ
ず
、
「
そ
う
、
 

あ
の
時

の
子
供
で
す
。
も
う
こ

ん
な
に
大
き
く
な
リ
ま
し
た
い

と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
当
時

を
思
い
出
し
、
再
度
後
姿
を
見

ま
し
た
。
玄
関
に
は
今
、
脱
い

だ
ば
か
り
の
ズ
ッ

ク
が
き
ち
ん

と
並
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
余

り
に
も
大
き
い
の
で
、

私
の
靴

と
比
べ
て
み
る
と
は
る
か
に
大

き
い
2
7m
で
し
た
。
あ
の

ひ
弱
 

な
子
が
1ひ
う
将
米
有
望
な
青
年

へ
と
成
長
し
て
い
た
の
で
す
。
 

私
が
当
院
に
お
世
話
に
な
っ

て
1
2年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の

間
助
産
婦
と
し
て
の
喜
び
や
悲

し
み
、
悔
し
さ
等
色

々
体
験
す

る
事
が
出
米
ま
し
た
。
今
で
も

一
回
毎
の
お
産
が
走
馬
燈
の
よ

う
に
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

だ
け
生
と
死
と
重
リ
合

い
緊
張

の
連
続
だ
っ
た
と
言
う
事

に
な

り
ま
す
。
結
婚

・
妊
娠
・
出
産
 

・

育
児
と
女
 

性
の
長
い
人

生
の
中
で
わ

ず
か
2
0年
の

間
に
、
こ
れ

程
の
事
を
経

験
す
る
事

に

な
リ
ま
す
。
 

女
性
の
成
長

に
と
っ
て
、
 

家
族
や
周
囲
 
 

の
人
達
の
暖
か
な
援
助
が
必
要

な
の
は
「H
う
ま
で
も
あ
リ
ま

せ

ん
。
そ
の
援
助
の
ー
つ

と
し
て

当
院
で
も
昨
年
四
月
よ
リ
母
親

教
室
を
始
め
ま
し
た
。
妊
婦
で

あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
出
来
ま
支

本
人
以
外
や
知
っ
て
い
る
妊
婦

さ
ん
に
も
お
勧
め
下
さ
い
。
夫

婦
の
お
揃
い
も
歓
迎
致
し
ま
t
 

以
前
は
時
が
経

つ
と
子
供
は

産
れ
る
も
の
ク
ー
と
思
っ
て
い
る

方
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、

そ

れ
は
違
い
ま
す
。
最
愛
の
子
供

に
巡
リ
会
え
る
迄
に
は
種
々
の

苦
難
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
私
達
も

微
力
な
が
ら
お
力
を
お
貸
し
し

た
い
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
。
妊

娠
・
山
産
・
育
児
な
ど
に
関
し

て
正
し
い
知
識
が
得
ら
れ
ま
す

様
、
解
リ
や
す
く
指
導
し
て
お

リ
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
気
軽
に
 
 参

加
し
て
下
さ
い
。

お
子
様
の

健
や
か
な
成
長
を
祈
り
な
が

ら

地
域
の
伴
子
衛
生
に
力
を
注

い

で
い
る
今
日
で
す
。
 

戸
籍
の
窓
 

七

月
届
出
 

お
め
で
と
う
 

内
海
 
杏
南

（
安
昭
）
嘉
 
瀬

松
尾
 
欣
哉

（
健
）
金
 
木

米
塚
 
美
南

（
弘
敏
）
 

"
 

前
田
衣
里
奈

（
武
光
）
 
"
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
今
 

義
秀
（
義
則
）
喜良
市
 

〈栗
原
 
直
美
（
梅
生
）群
馬
県
 

て
 

・・
し
 

中
か
 

め
 

じ
 

は
 

覇
無
 

（
」難
・
叱m
 

（
「「優
香m
 

露
臨
 

お
＜
や
み
 

木
下
 
つ
ね

（
9
0哉
 
嘉
 
瀬
 

 

演
田
 
誠
治
 
7
5歳
 

 

"
 

伊
藤
 
ョ
シ
 
7
3歳
 

”
 

奔
藤
 
カ
ナ
 
8
0歳

松
川
専
五
郎
 
8
7歳

金
子
仁

一
郎
 
7
9歳

中
谷
 
き
せ
 

7
6歳

脇
神

ハ
ナ
ョ
 
8
2歳

じ
藤
興
右
衛
門
 
7
3歳
 

人
ロ
と

世
帯
 

金
木
町
音
楽
振
興
会

（
秋

元
和
雄
会
長
）
で
は
、
 
「
フ

ラ
メ
ン
コ
舞
踊
と
ギ
タ
ー
の

タ
べ
」
を
七
月
一
日
開
催
」
 

そ
の
益
金

の
一
部

一
万
円
を

福
祉
事
業
の
為
に
役
立
て
て

下
さ
い
と
、
金
木
町
社
会
福

祉
協
議
会

へ
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母親教室の内容 
1.妊娠の生理、検診の必要性・届田 

2.妊娠 i:Jiの過し方、妊婦体操 

3.妊娠中の栄養、母乳のはなし 

異常と不快症状 

4．お産の準備 

5．楽なお産のために 

6.産後の止活と育児，施i没見！liと 

＠開催日時 

毎月第 1、第 3 火曜日 

午後 2 時～ 3 時 

⑨開催場所 

公立金木病院 2 階職貝休憩室 

⑥受講料 無料 
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